
１、南砺市のまちづくり 
２、南砺市の課題 
　　　人口問題と急激な少子化　長寿化 
３、財政状況　行財政改革 
４、公共施設再編　合併による２倍の公共施設がある 
５、消滅するまち　増田レポートショックから　地方創生 
６、南砺型地域包括ケアシステム　医師不足から 
７、小規模多機能自治へ　新たな住民自治のあり方 
８、エコビレッジ構想から　SDGsへ 
９、南砺幸せ未来基金の設立に向けて 
１０、農村文明創生日本塾の立ち上げ 
１１、その他　空き家　文化政策　アニメ　他 

次　　第
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南砺市エコビレッジ構想
小さな循環による地域デザイン



【基本方針】 
　　１．再生可能エネルギーよる 
　　　　　　　　　地域内エネルギーの自給と技術の育成 
　　２．農林業の再生と商工観光業との連携 
　　３．健康医療･介護福祉の充実と連携 
　　４．未来を創る教育･次世代の育成 
　　５．ソーシャルビジネスやコミュニティビジネスによる 
　　　　エコビレッジ事業の推進 
　　６．森や里山の活用と懐かしい暮らし方の再評価による 
　　　　集落の活性化

【基本理念】　小さな循環による地域デザイン

「南砺市エコビレッジ構想」　Ｈ25.3策定



南砺市エコビレッジ構想とエコビレッジプロジェクトの概要
【基本理念】小さな循環による地域デザイン
　　　　　　　自然との共生による地域資源を活かした持続可能な循環型社会の構築
【基本方針】①再生可能エネルギーの創出　　②農林業の再生　　③健康医療福祉介護の連携 
　　　　　　④次世代の人材育成　　⑤ソーシャルビジネスの推進　　⑥新しい暮らし方の提案

エコビレッジ住宅ゾーン
南砺産材による
自然共生住宅と
南砺の風土にあっ
た住宅ゾーン・
新らしい暮らし
方の提案

木質エネルギー利活用
薪・ペレットの供給

南砺の８割
を占める
木質資源
のエネルギー
システムの構築

合掌家屋「かず良」再生

エコビレッジ桜ヶ池モデル地区

分散型エネルギーによる災害に強い拠点づくり
太陽光発電（自家消費）
木質ボイラー（温泉加温、給湯、空調）

350年の歴史を誇る合掌家屋
の再生と麻や養蚕などの伝統
産業の復活

クリエータープラザ 養蚕・絹織物・麻（麻布）

合掌造り「かず良」
カフェ、ゲストハウス

エコビレッジ法人
㈱つなぐ南砺の設立

キッチンカー営業、桜ヶ
池美化活動・植樹
エコビレッジPR事業

市内高校生・中学生
の活動への支援
　　　　　循環農業
　　　　　共学農園
　　　　　世代交流
　　　　　地域文化

アニメ、映像、音楽などのコンテン
ツ産業の集積

エコビレッジモデル事業
市民提案事業への支援
　①バーク発酵熱農業
　②農産物加工販売
　③古民家再生カフェ
　④寺子クラブ
　⑤南砺の山の炭焼き
　⑥パーマカルチャー
　⑦堆肥化循環事業

地域の思いを
地域の知恵と資金で
自ら実現する仕組みづくり

確かな未来は懐かしい過去にある
　南砺エコビレッジの新しい暮らし方の
　提案による次世代につなぐ持続可能な
　循環型社会を目指します
　南砺の354自治会が地域資源を活用し
　自立できる地域づくりを進めます

桜ヶ池エコビレッジプロジェクト委員会との連携

森里川海の人的
ネットワークの活用

市内全域への波及
南砺エコビレッジの実現

一般社団法人
　リバースプロジェクトとの連携

木質発酵熱利用や炭素循環農業等の
　安全安心で美味しい循環型農業の推進

コミュニティファンドの活用

循環型農業の拠点 
「オーガニック街道」事業

エコビレッジ部活動

再生可能エネルギーの活用



生　産 分　配 支　出

南砺市総生産（/総所得/総支出） 1,832億円【2010年】

付加価値額（十億円）
産業別付加価値額

自然資本（環境） 
例：森林豊かな山々、南北
に流れる河川、里山

人的資本 
例：少子高齢化が進む、５
０、０００の市民

人工資本 
例：市内企業、東海北陸自
動車道、城端線

社会関係資本 
例：自治振興会、各種団体
など地域内連携

雇用者所得（1,033億円）

その他所得（800億円）

消費

投資

域際収支（十億円）

1,726 
億円

541 
億円

域際 
収支

-435億
円

フローの経済循環

地域資源ストック：フローを支える基盤

金融機関等

地域外

民間投資の流出： 
約66億円の流出 
（投資の約12％）

民間消費の流出： 
約24億円の流出 
（消費の約1.4％）

域際収支
移輸出：1,278億円 

移輸入：1,713億円

エネルギー代金の流出： 
約78億円 

 石炭・原油・天然ガス：約30億円 

 石油・石炭製品：約48億円

注）石炭・原油・天然ガスは、本データベー
スでは鉱業部門に含まれる。

注）その他所得とは雇用者所得以外の所得であり、財
産所得、企業所得、税金等が含まれる。

注） 消費＝民間消費＋一般政府消費、投資＝総固定資本形成（民間）＋総固定資本形成（公的）＋在庫移純増

農林水産業

鉱業

食料品

繊維

パルプ・紙

化学

石油・石炭製品

窯業・土石製品

一次金属

金属製品

一般機械

電気機械

輸送用機械

その他製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

公務

サービス業

0 12.5 25 37.5 50

0

12.5

25

37.5

50

第一次産業 第二次産業

雇用
者所
得（十
億円）

一般機械

金属製品

その他の製造業

繊維
農林水産業

電気・ガス・水道業

公務

建設業

パルプ・紙

食料品

窯業・土石製品

電気機械
鉱業

石油・石炭製品

輸送用機械

化学

一次金属

金融・保険業

運輸・通信業

卸売・小売業
不動産業

サービス業

-30 -15 0 15 30

0

15

30

45

60

第一次産業 第二次産業 第三次産業

雇用
者所
得（十
億円）

所得の獲得： 
一般機械、金属製品、その他
の製造業、繊維、農林水産業

地域の所得循環構造（南砺市）



◇森林資源の持続的活用と多面的機能
　の維持のための施業と保全の推進
◇地域産材の利用促進と木質バイオマス
　エネルギーの創出

南砺市
森づくりプラン
(森林整備計画)

南砺市森林利活用事業の概要
森林をめぐる状況

林地残材
間伐材

　バット工場
　製材所
ペレット工場･木の駅

・端材
・おが粉
・かんなくず

森林の保全

木くずの活用

主伐材間
伐材

・道路網整備
・計画的な森林施業
・境界明確化
・人材育成、森の大学校
・山村集落の活性化
・多面的機能の維持

公共施設での
木質燃料利用
（木質ペレット・薪）

熱供給
温泉・プール 病院

加温、給湯、空調、
床暖等に利用

・ボイラー
・ストーブ

家庭・事業所・産業
への普及
（木質ペレット・薪）

熱供給

加温、給湯、空調、床暖等に利用

・ボイラー
・ストーブ
１台１０万円

一般家庭 事業所

温室栽培

支
援
制
度
の
創
設

・建築用材
・家具、日用品、
・おもちゃ

木材利用促進

　木質
燃料
（ペレッ
ト・薪）

水源涵養

【生物多様性の変化】シカやイノシシの増加やクマの異常出没
【温暖化被害】台風や豪雨による倒木被害や害虫の異常発生 
【公益的機能の低下】施業不足による保水力・CO2吸収能力の低下

【森林の荒廃】国産材の需要と価格の低迷による林業の衰退
【担い手不足】山村の過疎化や担い手の高齢化
【所在の不明瞭化】高齢化や不在地主増加による所在の不明瞭化

災害防止
レクリエーション

生物多様性保全
木材等生産

① 林道や作業道の整備と境界の明確化による施業の集約化等による
効率化の推進

② 森林ボランティア活動への支援等による人材育成や山村への定住
促進等による担い手の育成

③ 住宅や公共施設の新増築や家具、日用品等への木材利用拡大を推
進

④ 木くず等を利用した木質ペレット燃料の製造と木質ペレットボイ
ラー等の導入を推進

　　　地域材利用と森林保全
　　林業再興

･計画的な施業による木資材
･木材の利活用と木くずの利用

森と人との関係回復
　森林活用

自然と人とが受け継ぐ
共生の知恵

経済
循環

人
づくり

住宅・家具
おもちゃ

ペレット
薪・木炭

水・山菜
木の実・茸

自然体感
環境学習

地域で森を守り育
て、循環利用して
いく仕組みづくり地域の木と

暮らす生活
木質資材に
よる循環

自然から
の学び

豊かな
森の恵み

・木利用拡大を支援
・公共施設での木材
　利用推進

CO2吸収

南砺森林資源利用協同組合　　　　　
平成28年8月設立

林野庁　森林・林業再生基盤
づくり交付金　　　　　　　　　　　
平成29年設備導入

H27-２施設整備済（ペレット）
H28-４施設整備済（ペレット）
H29-１施設整備予定（薪）
H30以降３施設整備予定（薪）



外食費
通信費電気代

灯油
代

南砺市外から
お金を投入しても

今のままでは市内に
お金が残らない

南砺市木質バイオマスボイラーによる地域内資金循環

バイオマスボイラー導入による地域内の経済効果は

５０，５１９（１回目）＋３０，３１１（２回目）＋
１８，１８７（３回目）＋１，０００（カーボンオフ
セットによる経済効果）
＝１００，０１７千円

カーボンオフセット
による経済効果

地域
内調
達分

（1回
目）

地域内調達分（2回目）

域外流出

域外流出

域外流出バイオマスボイラーの導入

バイオマス燃料工場

森林施業者

バイオマスボイラー導
入による流出の
抑制

（化石燃料からなるエ
ネルギー代金の流出抑
制）

地域
内調
達分

（3回目
）



南砺市木質バイオマスボイラーによる地域内資金循環

バイオマスボイラー導入による地域内の経済効果は 
５０，５１９（１回目）＋３０，３１１（２回目）＋１８，１８７
（３回目） 
＋１，０００（カーボンオフセットによる経済効果） 
＝１００，０１７千円

外食費 通
信
費

電
気
代

灯
油
代

南砺市外から 
お金を投入しても

今のままでは市内に 
お金が残らない

域外流出 
１２，１２４千円 

　　[４０％]

域外流出 
２０，２０８千円 

　　[４０％]

バイオマスボイラーの導入

バイオマス燃料工場と取引

化石燃料からなる 
エネルギー代金の 
流出は約７８億円

２回目
地域内調達分

森林施業者と 
取引

カーボンオフセット 
による経済効果
１，０００千円

バイオマスボイラー 
導入による流出の 
抑制

年間費用

・バイオマス燃料 
・化石燃料 
・灰処理費

　８４，１９９千円 
　　[１００％］

３０，３１１千円 
　[６０％] 

・森林資源買い取り

３回目
地域内調達分
　１８，１８７千円 

　　　[６０％] 
・地域内消費

１回目

　５０，５１９千円 
　　　[６０％］ 
・バイオマス燃料

域外流出 
３３，６８０千円 
　　[４０％]

地域内調達分

市役所 木材搬出支援　 
3,000円/ｔ

ペレット購入支援　 
5,000円/ｔ

森林資源買取 
3,000円/ｔ（支援費） 
＋ 
4,000円/ｔ（単価）

ペレット購入 
支援　 
5,000円/ｔ



再生可能エネルギー推進事業
　太陽光発電設備整備（ヨッテカーレ、桜ヶ池クアガーデン、南砺中央病院）

　木質ペレットボイラー整備（桜ヶ池クアガーデン、福光プールほか３施設）

二酸化炭素排出量の削減とエネルギーの
自給を目的として整備。
年間約2,000ｔのCO2削減を見込む。
計画中の木質ペレット燃料工場が稼動す
ると、市内でのエネルギー自給が実現す
る。

二酸化炭素排出量の削減とエネルギーの
自給を目的として整備。
年間約47ｔのCO2削減を見込む。
蓄電池も装備し、災害時における電力が
確保され、避難所として自立した施設運
営が可能。

ヨッテカーレ

桜ヶ池クアガーデン
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南砺市エコビレッジ構想推進モデル事業
　　「発酵バイオマス農業」
　　　桜ヶ池バイオマス農業推進協議会

発酵ガスに含まれるCO2には成長を促進
させる作用があり、短期間での収穫や収
穫回数が増加するなどの効果があった。
また、作物が活性化されたことにより、
腐りにくく、食味の良い作物が収穫でき
た。

廃棄される木の皮を発酵させると、発酵
による熱とCO2等のガスが発生する。そ
の熱をビニールハウス内に取り込むこと
により冬期でも気温１５度以上維持する
ことができ、一年を通した温室栽培が可
能となる。

温室

発酵ガス導管

発酵槽

秋

夏

発酵ガス導管
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南砺市エコビレッジ構想推進モデル事業
　　「拠点施設スリジェ整備」
　　　桜ヶ池農産加工組合エキップ
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立野ヶ原のおいしい野菜を自家製酵母で
焼いたパンにはさんだサンドイッチやピ
クルス、ジャム、マカロンなどを販売。
桜クリエ内のカフェ「トリアン」にも食
材を提供しています。

「形が悪いだけで出荷できなかったり、
人手が確保できずに収穫されないおいし
い野菜がもったいない。」
そんな思いから生まれたアイデアを商品
にしていく取り組み。農家もパン屋も地
域も元気になります。



エコビレッジ人材育成事業
　　「エコビレッジ部活動」
　　　南砺福野高校、南砺福光高校、南砺平高校

南砺市特産のあんぽ柿や立野原いちごと
マシュマロを合せた新作スイーツの試作
を行った。指導には地元菓子店が協力。
高校生自ら試作、パッケージデザインな
どを行い、福光高校ブランドとして販売。

循環型農業研修やグリーンカーテン設置、
小水力発電学習を行い、環境保全につい
て学ぶ。
中学生や地域住民との農作業交流も行い、
暮らしの中にある農業を見直しも行って
いる。 あんぽ柿マシュマロいちごマシュマロ

南砺福野高校

南砺福光高校
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南砺市エコビレッジ構想推進モデル事業
　　「発酵バイオマス農業」
　　　桜ヶ池バイオマス農業推進協議会

発酵ガスに含まれるCO2には成長を促進
させる作用があり、短期間での収穫や収
穫回数が増加するなどの効果があった。
また、作物が活性化されたことにより、
腐りにくく、食味の良い作物が収穫でき
た。

廃棄される木の皮を発酵させると、発酵
による熱とCO2等のガスが発生する。そ
の熱をビニールハウス内に取り込むこと
により冬期でも気温１５度以上維持する
ことができ、一年を通した温室栽培が可
能となる。

温室

発酵ガス導管

発酵槽

秋

夏

発酵ガス導管
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再生可能エネルギー推進事業
　小水力発電事業
　（河川水、農業用水、水道用水）

【上平】小瀬小水力発電所
事業者：㈱グリーンパワー小瀬
最大出力：160ｋＷ
発電開始：平成28年10月

【平】湯谷川小水力発電所（仮）
事業者：㈱新日本コンサルタント
最大出力：800ｋＷ
発電開始：Ｈ30年予定

【利賀】上百瀬発電所
事業者：富山県企業局
最大出力：640ｋＷ
発電開始：Ｈ30年1０月

【福光】臼中発電所
事業者：小矢部川上流用水土地改良区
最大出力：910ｋＷ
発電開始：平成10年12月

【福光】山田新田用水発電所
事業者：小矢部川上流用水土地改良区
最大出力：520ｋＷ
発電開始：平成25年3月

【井波】高瀬発電所
事業者：庄川沿岸用水土地改良区連合
最大出力：199ｋＷ
発電開始：平成27年1月

【福野】福野調整槽小水力発電所
事業者：砺波広域圏事務組合
最大出力：16ｋＷ
発電開始：平成29年3月
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再生可能エネルギー推進事業
　住宅用太陽光発電設備設置補助
　木質ペレットストーブ等設置補助

再生可能エネルギー設備の導入を推進し、
二酸化炭素排出量の削減を目的として実
施。木質ペレットストーブや薪ストーブ、
バイオマスボイラー等が対象。
　・費用の２分の１以内を補助
　・上限１０万円

再生可能エネルギー設備の導入を推進し、
二酸化炭素排出量の削減とエネルギーの
自給を目的として実施。
　・住宅用の発電設備
　・出力２ｋＷ以上
　・１件５万円を補助

住宅用太陽光発電設備

ペレットストーブ
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志民の志金による 
なんと！幸せ未来基金設立に向けて



南砺幸せ未来基金設立における「土徳人」の概要
【目的】南砺幸せ未来基金を設立するため「土徳人（創設オーナー）」を募り市民活動を支援します 
　①財団法人設立のための基本財産（寄付金）を募ります 
　②市民活動を推進するため土徳人の技術やノウハウを提供します 
　③市民活動に必要な人的ネットワークの提供や情報発信により支援します

南砺幸せ未来基金

活動資金、技術ノウハウ、
人的ネットワークなど、
幅広く支援します

【運用資金】 

・寄付金
・遺贈金
・休眠預金
・助成金など

南砺幸せ未来基金「土徳人」の皆さん

・寄付金
・技術やノウハウの提供
・人的ネットワークの紹介
・情報の提供や情報発信
・活動への参加、意見や提言

【土徳人】 
・会社員
・農林業
・自営業
・団体職員
・公務員
多くの市民の皆さん

市民による持続可能な循環型地域づくりの活動
次世代のための
地域の実現

３０年後の南砺の
未来のために自然
や産業、文化を次
世代につなげます

支援



 　　　「南砺幸せ未来基金」を活用したひと・まちづくりの概要

公益財団法人
南砺幸せ未来基金
（円卓会議＋基金運営会議）

ポイント：社会的収益の見える化
　　　　　　（経済価値、社会的価値）
ポイント：社会的認証（信用）
ポイント：南砺全体での連携（南砺の誇り）

【市民から】 
　・寄付　・遺贈　・投資信託 
　・クラウドファンディング 
【事業者・法人から】 
　・寄付　・融資　・出資 
【行政から】 
　・目的別補助金運営委託 
【その他団体から】 
　・休眠預金 

●助成 
●助成＋融資 

●融資 
●行政補助金の成果審査型交付への
移行 

●地域通貨 

地域の思いを地域の知恵と連携と資金で
　　　自ら実現する仕組みづくり

非資金的支援
（中間支援組織等と連携）

資金調達

活用例

人や自然、文化などの地域資源を活用しながら、若者のやる気に溢れる活動や
地域が抱える諸課題を解決する活動などを応援することで、地域を元気にし、 
未来の南砺を創るための仕組みとして基金を活用する。
基金の運営を通し、資金だけでなく、人と人を繋ぐことで、支え合う地域の力を育てる。

自然資本 
～森里川海～

人工資本 
～インフラ～

社会関係資本 
～人と人の繋がり～

人的資本 
～次世代育成～

　　お礼 
品物、お金、地域貢献など

・団体の育成指導 
・コミュニティビジネス支援 
・ネットワーク、交流、情報交換 
・地域づくりの知恵袋、支援

設立オーナー 
（土徳人）

南砺 
未来創造人材

　　応援 
助言・手伝い・購入・利用など

住民・行政・専門職等が支え合うまちづくり　「地域での支え合い・活動人材と支援」
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１．基金設立に向けて

基金設立準備会設置
・発起人の拡大。趣旨、事業について確認。

円卓会議開催
・基本財産３００万円以上の寄付金が集まった時点で開催。 
・賛同者による寄り合い。
一般財団法人「南砺幸せ未来基金（仮）」設立
・法人登記 
・公益認定を県に申請 
・運営体制の整備

公益財団法人「南砺幸せ未来基金（仮）」設
立

H30年2月

H30年6月

運用資金の調達

基金設立発起人会設置
・基金を活用した次世代育成等のまちづくりについて検討。

H29年11月

設立呼びかけ
・寄付募集開始。

H30年4月

①遺贈等寄付受入（遺言等による財産寄付） 
②休眠預金（活用団体からの助成・貸付） 
③コミュニティ助成（地域課題解決への寄付） 
④コミュニティ融資（金融機関との融資連携） 
⑤コミュニティ投資（地域貢献商品化への投資） 
⑥ソーシャルインパクトボンド（補助金から成果報酬）

・再生エネルギー 
・農林業、商工業 
・教育、人材育成 
・地域包括ケア 
・伝統、コミュニティ 
・ソーシャルビジネスなど

エコビレッジ事業の実施
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32富山県　　　　南砺市

ご清聴ありがとうございました。
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「農村文明創生日本塾」設立趣意書　１ 

明治維新以来、近代西欧文明の血流はグローバル賛歌となって日本国という身体の幹を流れ続け
ています。その帰結として、美しい日本国の姿を支え続けてきた農山漁村地域と暮らしは大きく
変容し、危機に瀕しています。近代国家の形成に力を発揮した向都離村の思想は東京への一極集
中を加速し、日本人のふるさとである農山漁村が衰退の道を辿り、存亡の危機に直面しています。
戦後復興・高度成長期から続く都市化とグローバル経済化は、もはや自治体や政府の力をもって
しても制御するのは困難になっています。

民俗学者の柳田国男は「人に人格があるように村には村格がある」と云って農山漁村で生きる
人々を鼓舞し、郷土への愛着と誇りを育みつつ、そこで暮らすことの素晴らしさを讃えました。
平成の四半世紀を終えた今、美しい日本の姿を取り戻すためには、農山漁村とその村格を国家の
共通資本と捉え、その価値とコストを国民が皆で分かち合う日本社会を創生すべきではないでしょ
うか。そのためには、日本の国の格とは何か、村格とは何か、その場所の農山漁村とは何かを全
国民が自分の問題として考えることが大切です。それができなければ、縄文・弥生時代から流れ
る日本文明の基礎を根底から失うことになりかねません。近代文明が有する強大な力の源流の負
の本質を真剣に考える時です。しかしながら、私たちは明治以前の社会に戻り暮らすわけにはい
きません。全国民が共感する新たな思潮が芽吹くその時、初めて、グローバルなそれに対峙し得
るグローカルな力を国民力として獲得し、美しい農山漁村が光り輝くのではないでしょうか。
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私たちは、「農村文明の創生」という言葉に思いを集め、全国の首長とリーダーに呼びかけま
す。そして、志の高い首長・有識者・研究者・実践家等の有機的連携を促進し、それぞれの首
長がそれぞれの地域の実践をともに学び合い、農山漁村の場所環境が育むそれぞれの村格を尊
重し、それぞれの農山漁村が持続的発展を可能にする共創の地域づくり運動を促進することが
できる逞しいエンジンとしての国民運動体を構築したいと考えています。

全国の農山漁村に宿る知性と歴史と伝統文化を束ね、都市地域に暮らす人々に生きる力を呼び
起こし、命と暮らしを大切にする日本人本来の価値観が流れ、そこを誰もが憧れる場所へと変
革する国民運動を通し、それぞれの地域で農村文明社会の創生を目指す行動こそが、希望が見
える姿としての日本の未来を拓くと信じます。

「農村文明創生日本塾」設立趣意書　 
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２、南砺市の課題 
　　　人口問題と急激な少子化　長寿化 
３、財政状況　行財政改革 
４、公共施設再編　合併による２倍の公共施設がある 
５、消滅するまち　増田レポートショックから　地方創生 
６、南砺型地域包括ケアシステム　医師不足から 
７、小規模多機能自治へ　新たな住民自治のあり方 
８、エコビレッジ構想　SDGsへ 
９、南砺幸せ未来基金の設立に向けて 
１０、農村文明創生日本塾の立ち上げ 
１１、その他　文化政策　アニメ　他 
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平成２２年度　文化芸術創造都市に認定 
全国で１７市町村
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演劇の聖地　利賀 ワールドミュージック

井波彫刻

五箇山民謡 170
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アニメによるまちづくり 
IT企業との連携 

デザイナーとのまちづくり



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリジナルショートアニメーション

富山県南砺市を巡る「３つの恋の物語」　

南砺市アニメツーリズム推進事業
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南砺市クリエータープラザ構想
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32富山県　　　南砺市

ご清聴ありがとうございました。


